
社 会 資 本 総 合 整 備 計 画

東武動物公園駅東口通り線周辺地区

令 和 6 年 1 月 31 日

埼 玉 県 杉 戸 町



令和　６年　１月３１日

10 都市再生整備計画事業（東武動物公園駅東口通り線周辺地区）

令和　６年度　～　令和１０年度　（　５年間） 杉戸町

・歩行者及び自転車交通量を増加を目指す
・区域内人口割合の減少をさせず維持を目指す
・公共用地の再編による地域交流拠点の利用者数の増加を目指す

歩行者・自転車交通量

区域内人口割合

施設利用者数 70,000人／年

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R6 R7 R8 R9 R10

都市再生 一般 杉戸町 直接 杉戸町 30.0

都市再生 一般 杉戸町 直接 杉戸町 20.0

都市再生 一般 杉戸町 直接 杉戸町 30.0

合計 80.0

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 R6 R7 R8 R9 R10

合計 0.0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 R6 R7 R8 R9 R10
都市再生 一般 杉戸町 直接 まちづくり活動推進事業 杉戸町 20.0

合計 20.0

番号 備考

2,600台人/12時間（平日）

37.60%
R10年度

R10年度

R10年度

番号

番号

事業内容
市町村名

港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

（延長・面積等）

要素となる事業名

（事業箇所）

要素となる事業名

L＝143ｍ
東武動物公園駅東口通り線整備（高質空間形成施設）

杉戸町 東武動物公園駅東口通り線整備（エリア価値向上整備事業） エリアマネジメントによるエリア価値向上事業

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

備考
最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ Ｂ

一体的に実施することにより期待される効果

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費

事業者

20.0%
効果促進事業費の割合

社会資本総合整備計画（市街地整備）

L＝574ｍ

定量的指標の現況値及び目標値

計画の期間

　　定量的指標の定義及び算定式

市町村名

Ｃ

計画の名称
交付対象

大目標：　東武動物公園駅東口通り線周辺地区において、顔の見える経済圏を創り、自立型で持続可能なまちの実現
　　目標１：快適に歩ける空間を整備することでまちなかの回遊性の向上
　　目標２：多世代が憩い、交流できる拠点空間の創出
　　目標３：官民連携した賑わいのある歩行者空間の創出

交付対象事業

事業者

杉戸町

1,386台人/12時間（平日）

37.60%

R4年度

　　計画の成果目標（定量的指標）

杉戸町

計画の目標

当初現況値

100 百万円百万円 80 百万円

R4年度

H30年度
36,131人／年

杉戸町東武動物公園駅東口通り線沿道整備街路事業

0 百万円 20

リノベーション及びエリアマネジメント等

事業者

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

杉戸町

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）



（参考図面）市街地整備

計画の名称 10 都市再生整備計画（東武動物公園駅東口通り線周辺地区）

計画の期間 令和　６年度　～　令和１０年度　（５年間） 杉戸町交付対象

鉄道（東武鉄道）



都市再生整備計画

東武動物公園駅
と う ぶ ど う ぶ つ こ う え ん え き

東口
ひがしぐち

通
ど お

り線
せ ん

周辺
しゅうへん

地区

埼玉
さ い た ま

県　杉戸町
す ぎ と ま ち

令和６年１月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 ■



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 20 ha

令和 6 年度　～ 令和 10 年度 令和 6 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

一体型滞在快適性等向上事業及びまちなかウォーカブル推進事業の計画
滞在快適性等向上区域の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／12時間 R4年度 R10年度

％ Ｒ4年度 Ｒ10年度

人／年 Ｈ30年度 R10年度

都道府県名 埼玉県 杉戸町
す ぎ と ま ち

東武動物公園
とうぶどうぶつこうえん

駅
えき

東口
ひがしぐち

通
どお

り線
せん

周辺
しゅうへん

地区

計画期間 交付期間 10

大目標：　東武動物公園駅東口通り線周辺地区において、顔の見える経済圏を創り、自立型で持続可能なまちの実現
　　目標１：快適に歩ける空間を整備することでまちなかの回遊性の向上
　　目標２：多世代が憩い、交流できる拠点空間の創出
　　目標３：官民連携した賑わいのある歩行者空間の創出

　杉戸町では、「第６次杉戸町総合振興計画」（令和３年度）において、「手を取り合い未来を築こうみんなでつくる心豊かに暮らせるまち杉戸～住みごこち 100％のまちづくり～」を将来像に掲げ、「機能的で自然と調和した快適なまち」を都市基盤・環境施策の柱として、
（都）東武動物公園駅東口通り線を中心に、重点的に取り組みを進めてきた。
　東武動物公園駅東口通り線周辺地区（以下、「当地区」という。）は、杉戸町の玄関口となる東武鉄道東武動物公園駅が隣接し、町の機能を集約する地区の中心に位置している。東武動物公園駅は東武伊勢崎線（東武スカイツリーライン）と東武日光線の分岐点であ
ると同時に、東京メトロ日比谷線、半蔵門線と東急電鉄田園都市線との相互乗り入れにより、通勤・通学などにおいて、町内で最も人が集まる拠点となっている。
　また、当地区は、令和４年３月策定の杉戸町立地適正化計画における都市機能誘導区域に指定されており、その地域の整備方針として『（都）東武動物公園駅東口通り線周辺の「まちなか」エリアで地域の拠点となる機能を設置し、都市機能の集約化を目指す』として
いる。
　当地区においては、都市計画道路の整備に合わせた周辺地区の一体的かつ面的な整備と、旧杉戸小学校跡地を活用した公共施設再編により、商業環境及び住環境を向上させる中心市街地の再生が進んでいる。

・人口減少による公共交通利用者の減少、交通弱者の増加による公共交通維持への影響、都市施設の稼働率低下が見込まれるため、これに対応したコンパクトな市街地を維持することで、子育て世代や高齢者等の住みやすい住環境を形成し、町民内外の交流・定
住が求められている
・空き家、空き地、空き店舗の増加による移設維持の困難、施設撤退による生活サービス機能の低下が見込まれるため、空き家、空き地、空き店舗を有効活用し、まちなかの賑わいを創出することが求められている
・多様な地域資源、自然資源や歴史資源等を有しているが十分な活用が図られていないため、公共施設の整備と併せて、多様な資源の活用とまちの回遊性を高めることによる、まちの魅力向上が求められている

①第６次杉戸町総合振興計画（2021-2030）（令和３年度策定）
　　・東武動物公園駅東口通り線の整備による安全・安心の確保。
　　・旧杉戸小学校跡地や周辺の地域資源の活用し、賑わいを生み、滞留したくなるまちの創出
　　・公共資産について、周辺地域と一体となった整備・活用方法を検討するとともに民間活力を活用するなど、様々な手法を取り入れながら、町の活性化につながる公共空間の有効活用の推進
②第２期杉戸町まち・ひと・しごと創生総合戦略（2021-2025）（令和３年度策定）
　　・安全で快適な交通環境を整備するとともに、シンボルロードとしての魅力の向上や東武動物公園駅周辺の中心市街地の活性化
　　・地元住民や関係団体による地域資源や沿道建物などを一体的に利活用し、歩いて楽しく回遊し、人々の交流や滞在空間を創出する
　　・宿場まつりをはじめ、杉戸宿など町が持つ歴史資源や文化財などの魅力を発信し、賑わいづくりを推進する
③杉戸町立地適正化計画（2022-2040）（令和３年度策定）
　【基本方針】集約化された市街地を活かし、拠点性と魅力の創出による持続可能なまちづくり
　　・町の玄関口である東武動物公園駅などを中心とした拠点を形成
　　・空き家・空き地、低未利用地の活用、安全に安心して歩ける空間づくりなどにより、子育て世代や高齢者など多様な世代が安心して暮らせるまち
　　・各拠点や地域とまちなかを結ぶ公共交通の改善を図り、相互の連絡性や回遊性を向上
④東武動物公園駅東口通り線まちづくり構想（2021-2025）（令和３年度策定）
　　・新規創業支援、空間資源の提供及び活用支援を行うことで「顔の見える経済圏」が生まれる環境整備
　　・誰でも活用できる公共空間（憩える居場所）の仕組みを整備
　　・まちなかに近い農、その魅力を生かして農のある暮らしの魅力を発信

東武動物公園駅東口通り線周辺の「まちなか」エリア（まちなかウォーカブル区域）で、官民連携を基本とした民間主導による空間資源（公共空間・遊休不動産）の活用を進め、持続可能な地域経済の循環を創出する。

まちなかウォーカブル区域での取組
東武動物公園駅東口通り線において、県が居心地がよく歩きたくなる歩道の拡幅工事を行い、町や民間事業者が社会実験を通して利活用を検討し、ゆとりがあり歩きやすい歩行者空間を創出する。
まちなかエリアにおいて、公共空間の再編、官民連携による公共空間の「居場所化」により、誰もが活用できる公共空間をを創出する。

歩行者・自転車交通量 まちなかウォーカブル区域での歩行者・自転車数 官民一体となった賑わいある歩行者空間の創出 1,386台人/12時間（平日） 2,600台人/12時間（平日）

居住誘導区域内の人口割合
都市機能を集約し、回遊性が高く良好な居住環境整備により、区
域内に占める人口割合を維持する

37.6% 37.6%区域内人口割合

施設利用者数 公共用地の再編による地域交流拠点の利用者数
回遊性の向上、魅力ある滞留空間・交流拠点の創出によって拠点
となる公共施設利用者数の増加を図る

36,131人／年 70,000人／年

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【快適に歩ける空間を整備することでまちなかの回遊性の向上】
　・東武動物公園駅東口通り線の整備によるまちなかの回遊性向上
　・東武動物公園駅東口通り線周辺の公共空間の有効活用による地域の活性化促進や、安全で快適な環境づくりの推進
　・憩い・待合等のための滞留空間の整備

【基幹事業】（高質空間形成施設　緑化施設等）東武動物公園駅東口通り線の滞在空間向上事業
【関連事業】東武動物公園駅東口駅前広場事業
【関連事業】古利根川川の再生事業

【多世代が憩い、交流できる拠点空間の創出】
　・東武動物公園駅東口の安全で快適な交通環境を整備し、沿道商店の活性化を推進する
　・東武動物公園駅東口周辺の中心市街地における官民連携による賑わいの創出
　・地域の交流拠点となる施設を整備し、まちの回遊性の向上

【基幹事業】（道路事業）沿道整備街路事業
【基幹事業】（エリア価値向上整備事業）エリアマネジメント推進事業
【関連事業】旧杉戸小学校跡地活用事業

【官民連携した賑わいのある歩行者空間の創出】
　・公共空間の有効な利用・活用の推進
　・民間の遊休不動産を活用した新規創業者によるリノベーションまちづくり

【基幹事業】（道路事業）沿道整備街路事業
【基幹事業】（エリア価値向上整備事業）エリアマネジメント推進事業
【提案事業】リノベーションまちづくり事業

【官民協働の取り組み事例】
　・中心市街地の活性化のため『旧杉戸小学校跡地活用事業』、『水辺deベンチャーチャレンジ（県）』『マチナカリビングIN東口通り線（町）』『リノベーションスクール＠杉戸』等で官民と共同した公共空間の有効活用に関する検討が行われている。

【重点的に取り組むテーマ】
　・町のメインストリートとなる（都）東武動物公園駅東口通り線の整備において、無電柱化を実施するとともにウォーカブル空間の創出を図る。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（まちなかウォーカブル推進事業）

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 町 直 延長：143ｍ R6 R7 R6 R7 30 30 30 30

公園

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 町 直 延長：574m R9 R10 R9 R10 20 20 20 20

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

エリア価値向上整備事業 町 直 - R8 R10 R8 R10 30 30 30 30

滞在環境整備事業

計画策定支援事業

合計 80 80 80 0 80 …A

提案事業

％ （参考）全体 交付期間内 37.60% 交付対象 Ｒ2年度 38%

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

町 直 - R6 R7 20 20 20 20

合計 20 20 20 0 20 …B

合計(A+B) 100

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
埼玉県 国土交通省 延長：574m ○ H30 R10 3,859

宮代町 国土交通省 延長：70m ○ H29 R5 1,780

埼玉県 国土交通省 面積44,400㎡ 〇 R2 R6 210

杉戸町 国土交通省 - 〇 H30 R5 1,500

合計 7,349

古利根川川の再生事業

旧杉戸小学校跡地活用事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

東武動物公園駅東口通り線整備 古川橋～国道4号

東武動物公園駅東口駅前広場整備事業 百間二丁目地内

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

リノベーション事業　まちづくり活動推進事業

地域創造
支援事業

事業主体 直／間区域内人口割合 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

東武動物公園駅東口通り線整備

居住誘導区域内の人口割合

交付期間内事業期間
細項目

杉戸町東武動物公園駅東口通り線沿道整備街路事業

事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 100 交付限度額 50 国費率 0.5

東武動物公園駅東口通り線整備

既存建造物活用事業

事業



市町村決定計画及び市町村施行国道等事業に関する事項

市町村決定計画
都市施設及び市街地
開発事業の種類

決定/変更 名称 その他必要な事項 変更の概要
都市再生整備計画
の公告（予定）年月

都市計画の決定又
は変更の期限

幸手都市計画道路事業 決定 3・4・54  東武動物公園駅東口通り線延長：９０ｍ　幅員：２０ｍ　車線の数：２車線

市町村施行国道等事業

路線名

東武動物公園停車場線

道路の種類 新設又は改築の内容

都道府県道 延長：３９１ｍ　幅員：２０ｍ　車線の数：２車線の改築



都市再生整備計画の区域

東武動物公園駅東口通り線周辺地区（埼玉県杉戸町） 面積 59（20） ha 区域
杉戸町杉戸１、2、４丁目の各一部、杉戸三丁目の全部、内田２丁目の一部、清地１、４丁目の全
部、
清地２、５丁目の一部

凡 例

都市再生整備区域

官公庁

国道

鉄道（東武鉄道）

杉戸町役場

東武鉄道

東武動物公園駅

国道４号

杉戸高等学校

東武日光線

子育て支援センター

コミュニティセンター



都市再生整備計画の添付書類等

交付対象事業別概要

東武動物公園駅
とうぶどうぶつこうえんえき

東口
ひがしぐち

通
どお

り線
せん

周辺
しゅうへん

地区
ちく

　（埼玉
さいたま

県杉戸町
すぎとまち

）

活用する事業名 確認

都市構造再編集中支援事業 □

コンパクトシティ支援型 □

観光等地域資源活用支援型 □

地域生活拠点支援型 □

経過措置 □

防災拠点・コンパクトシティ支援型 □

防災拠点・郊外支援型 □

経過措置 □

コンパクトシティ支援型 ■

観光等地域資源活用支援型 □

地域生活拠点支援型 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金）

まちなかウォーカブル推進事業

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金）



交付限度額算定表（その１） 東武動物公園駅東口通り線周辺地区（埼玉県杉戸町）

各事業の交付要綱に掲げる式による交付限度額の合計（X） 百万円 規則第16条第1項に基づく交付限度額（Y) 3,260.0 百万円 本計画における交付限度額 50.0 百万円

規則第16条第１項に基づく限度額算定

Ａｕ ㎡ Ａｐ 0 ㎡ 住宅施設 0 円
公共施設の上限整備水準 公共施設の現況整備水準 建設予定戸数（戸） 超高層

区域面積（㎡） 　 整備水準が明らかになっている類似市街地等からの推定 一般
推定現況整備水準(小数第２位まで) 合計 0
推定公共施設面積（㎡） 0 標準整備費（円/戸） 超高層 一般

北海道特別地区 41,310,000 33,500,000
個別公共施設の積み上げ 北海道一般地区 38,190,000 30,990,000

面積（㎡） 割合 特別地区 49,120,000 35,690,000
道路 - 大都市地区 37,170,000 30,180,000
公園 - 多雪寒冷地区 41,510,000 32,370,000
広場 - 奄美地区 39,520,000 35,640,000

Ｃｌ 円/㎡ 緑地 - 沖縄地区 30,280,000 30,280,000
単位面積あたりの標準的な用地費 公共施設合計 0 0 一般地区 33,700,000 28,640,000

標準地点数
公示価格の平均値（円/㎡） Cnを考慮しない場合の交付限度額（Y1) 3260 百万円 市街地再開発事業による施設建築物 0 円

単位面積あたりの標準的な補償費 施設建築物の延べ面積（㎡）
当該区域内の戸数密度（戸/㎡） 標準共同施設整備費（円/㎡） 132,000
標準補償費（円/戸） ∑Ｃｎ 0 円

下水道 0 円 電線共同溝等 0 円
区域面積（㎡） 192,780 電線共同溝等延長（ｍ） 453

Ｃf 円/㎡ うち現況の供用済み区域面積（㎡） 標準整備費（円/ｍ） 680,000
標準整備費（円/㎡） 3,600

人工地盤 0 円

控除額 百万円 0 円 人工地盤の延べ面積（㎡）
都市再生整備計画関連事業とは別に国庫補助事業等により整備する施設 上限床面積（㎡） 9,400 標準整備費（円/㎡） 5,300,000

標準整備費（円/㎡） 441,566
協議して額を定める大規模構造物等 0 円

調整池 0 円 大規模構造物等 協議状況 整備費（円）
調整池の容積（ｍ3）
標準整備費（円/ｍ3） 140,000

河川 0 円
河川整備延長（ｍ）

合計 0 標準整備費（円/ｍ） 3,700,000 Ｃｎを考慮した場合の交付限度額（Y2) 3260 百万円

各事業の交付要綱に掲げる式による交付限度額（活用する交付金の欄のみご記載ください。）
＜都市構造再編集中支援事業＞

百万円

＜都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金）＞

百万円

＜都市再生整備計画事業（防災・安全交付金）＞
百万円

＜まちなかウォーカブル推進事業＞

50.0 百万円

当該区域
の特性に
応じて国
土交通大
臣が定め
る割合

区域の面積が10ha未満の地区 0.50

〇 最近の国勢調査の結果による人口集中地区内 0.45

その他の地域 0.40

交付限度額(X2)

交付限度額(X4)

交付限度額(X3)

0

交付限度額(X1)

0 地域交流センター等の公益施設（建築物）

施設名（事業名） 面積（㎡）
国庫補助事業
費等（百万円）

0
61,566

44,000,000

23,000

50.0 X≦Yゆえ、

77,112

192,780

61,566



東武動物公園駅東口通り線周辺地区　（埼玉県杉戸町）　現況図

都市再生整備計画

まちなかウォーカブル区域

都市機能誘導区域

居住誘導区域

都市再生整備計画区域

東武動物公園駅東口通り線周辺地区

ウォーカブル区域

東武動物公園駅東口通り線周辺地区



交付限度額算定表（その２）（まちなかウォーカブル推進事業） 東武動物公園駅東口通り線周辺地区　（埼玉県杉戸町）

社会資本整備総合交付金交付要綱に掲げる式による限度額算定（詳細）
※水色のセルに事業費等必要事項を入力して下さい。（百万円単位） 単位：百万円
○交付対象事業費（必ず入力 ） （百万円） （百万円）

基幹事業合計（A） 80.000 A （事業費） １）式で求まる額（5/10*(A+B)） 50.000 ① （国費）
提案事業合計（B） 20.000 B （事業費） ２）式で求まる額（5/8*A） 50.000 ② （国費）
合計(A+B) 100.000 （事業費） 上記①、②の小さい方 50.000 ③ （国費）
提案事業割合(B/(A+B)) 0.200 国費率（③÷(A+B)） 0.500 ④ （国費率）

○交付限度額、国費率の算出

交付対象事業費(A+B) 100.0 （事業費）
社会資本整備総合交付金交付要綱に掲げ
る式による交付限度額（⑯を１万円の位を
切り捨て）

50.0 ⑰ （国費）

国費率 0.500 ⑱ （国費率）

交付対象事業費
⇒



年次計画（まちなかウォーカブル推進事業）
（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 令和　6　年度 令和　7　年度 令和　8　年度 令和　9　年度 令和　10　年度

事業費

道路 杉戸町 30 10 20

公園

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 杉戸町 20 10 10

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

エリア価値向上整備事業 杉戸町 30 10 10 10

滞在環境整備事業

計画策定支援事業

計 80 10 20 10 20 20

提案事業

交付対象 令和　6　年度 令和　7　年度 令和　8　年度 令和　9　年度 令和　10　年度

事業費

杉戸町 20 10 10

計 20 10 10 0 0 0

合計 100 20 30 10 20 20

累計進捗率　（％） 20.0% 50.0% 60.0% 80.0% 100.0%

交付対象 令和　　年度 令和　　年度 令和　　年度 令和　　年度 令和　　年度

事業費

0 0 0 0 0 0

累計進捗率 （％） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

全体 令和　6　年度 令和　7　年度 令和　8　年度 令和　9　年度 令和　10　年度

事業費

埼玉県 3859 635 500 500 500 550

宮代町 1780 100 200 200 200 50

埼玉県 210 42 42 42 42 42

杉戸町 1500 30 30 30 30 30

7349 807 772 772 772 672

累計進捗率 （％） 11.0% 21.5% 32.0% 42.5% 51.6%

東武動物公園駅東口駅前広場整備事業

（参考）関連事業

事業 事業箇所名 事業主体

東武動物公園駅東口通り線整備

旧杉戸小学校跡地活用事業

合計

古利根川川の再生事業

事業主体

合計

（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

事業 事業箇所名

事業活用
調査

まちづくり活動
推進事業

リノベーション事業　まちづくり活動推進事業

事業主体
細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名

東武動物公園駅東口通り線整備

事業 事業箇所名 事業主体
細項目

杉戸町東武動物公園駅東口通り線沿道街路整備事業

東武動物公園駅東口通り線整備

既存建造物活用事業






















